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を経口投与した。また、銀ナノ粒子（約 4mg/kg）は妊娠７日目の Wistar 系ラットに経口















  以上のラット多動性障害は、雄を通じて継承することが示された。 
 
【結論】 
本研究において、２種類の異なる環境化学物質により惹起されるラット多動性障害は、
いずれも継承されることが明らかになった。特に、新生期曝露によるラット多動性障害が
継承されることから、de novo継承性が示唆された。 
